
第１号議案 一般社団法人芸術工学会 2015 年度事業報告 

 

１． 会員の動向 2016 年 4 月 1 日現在 

個人会員： 267 名 （内海外在住 10 名） 

学生会員： 29 名 

名誉会員： 12 名 

計 308 名 

 

２． 2015 年度春期大会 

日時：2015 年 5 月 16 日（土）～17 日（日） 

会場：大阪市北区梅田 グランフロント大阪南館 16 階  

CURIO-CITY 神戸芸術工科大学サテライトオフィス 

テーマ：「芸術工学のこれから－芸術工学の意義と課題を改めて問う」 

実行委員長：小林敬一理事 

エキスカーション：山崎散策 

 

３． 2015 年度秋期大会 

日時：2015 年 11 月 14 日（土）～15 日（日） 

会場：九州大学伊都キャンパス椎木講堂 

テーマ：「芸術工学の力」 

大会長：佐藤優理事 

実行委員長：脇山真治理事 

エキスカーション：唐津～武雄市立図書館 

 

４． 学会誌の発行 

第 68 号：春期大会号 2015 年 5 月発行 

第 69 号：秋期大会号 2015 年 11 月発行 

第 70 号：秋期大会記録号 2016 年 3 月発行 

 

５． 研究委員会報告 

・ 「芸術工学会誌」へ１６件の論文投稿を受付、8 件が学会誌 70 号ま

でに掲載済、2 件が第 71 号掲載予定、1 件が辞退、1 件が不採用、1



件が報告として再提出、1件が再提出、2件が修正中となった。 

・ 2015 年度芸術工学会奨励賞の推薦を 6大学から頂き、受賞者 18 名と

なった。受賞者へは記念の盾を卒業式に贈呈した。 

・ 2014 年度芸術工学奨励賞の作品について、学会誌第 69 号へ掲載する

とともに、秋期大会会場内にパネル展示を行なった。 

・ 芸術工学会誌の論文公開機関として使用していた cinii の廃止に伴

い、Jstage への移行の手続きを行なった。 

 

６． 企画委員会報告 

2015 年度秋期大会および 2016 年度春期大会の企画を行なった。 

 

７． 総務委員会報告 

・ 代議員（社員）総会の開催 

・ 理事会の開催 

① 2015 年 5 月１５日（金） グランフロント大阪 

② 2015 年 11 月 13 日（金） 九州大学大橋キャンパス 

③ 2016 年 3 月 26 日（土） グランフロント大阪 

・ 学会英語表記の変更にともない学会ホームページの移行およびドメイン変更 

・ メーリングリストの開設 

 

８． 特設委員会１（地域デザイン史）報告 

コア編集会議の総括のもと、全国７地域（函館、秋田、仙台、神奈川、名古屋、大

阪、熊本）で研究会を組織し、地域デザイン史の調査・編纂作業を実施した。コア

会議（東京）及び各地域研究会は適宜開催、コア会議並びに各地域主筆は学会員が

務め、全体では非会員含め約 100 名が参加している（執筆分担等）。秋期大会（15 年

11 月／九州）では２名が関連テーマで研究発表を行った。 

＊委員会運営・研究経費等は 外部資金により対応した。 

 

９． 特設委員会Ⅱ（減災と復興のデザイン力）報告 

・ 春期大会にて「減災デザイん・プランニング・コンペティション 2015」の表彰

式を開催した。最優秀賞１点、優秀賞 3点、他 

・ 「減災デザイン＆プランニング・コンペティション 2016」を開催し、69 件の応

募から 25 件を書類選考した。プレゼンテーション・最終選考会は 2016 年 4 月



に実施。 

・ 「減災バンダナ・デザインコンペティション 2016」を開催した。 

・ クムルス2016ノッティンガムでのワークショップを申請し、開催が認められた。

2016 年 4 月 28 日に英国ノッティンガムトレント大学にて開催。 

 

１０． 特設委員会Ⅲ報告（創造都市ネットワーク） 

2015 年度秋期大会（福岡）において、研究発表セッション「都市・地域デザイ

ン」での 4件の発表の後、岡村が司会を務めて、発表者及びフロアも含めた約 20

名で討論会を行った。発表された富山大学の産官学連携の地域プロジェクト事業を

話題の中心に、学生のボランティア参加の単位化・学生のまちなかコンシェルジュ

としての技能向上・助成金に頼らない継続性の維持などの問題解決を通して、地域

の高等教育機関が果たす地域ブランドの育成法について話し合った。 

 

１１． 特設委員会Ⅳ報告（国際交流） 

クムルス 2015 ミラノにて、新入会者のプレゼンテーションを行い、総会にてアソシ

エートメンバーとして承認された。 

 

１２． 特設委員会Ⅴ報告（将来構想） 

「芸術工学のこれから－芸術工学の意義と課題を改めて問う」をテーマとする春期

大会（2015 年 5 月 16 日大阪にて開催）を企画し、事前に会員アンケートの実施と

分析、学会誌 68 号の企画・編集等を行った。また、大会では本テーマに沿ったパネ

ルディスカッションを行った上で、テーブルセッションとして、全員参加で意見を

出し合った。その報告をもって今後の展望とした。まとめは学会誌 69 号 pp.164-165

に掲載した。 

 

１３． 代議員選挙の結果報告 

神戸芸術工科大学内に選挙管理委員会を設置し、代議員選挙を、1月 6日告示、1月

16 日～2月 6日選挙、2月 12 日開票にて実施した。 

選挙者数 205 名、被選挙者数 228 名、有効投票数 52 名（投票率 25.4％）にて、40

名の代議員が選ばれ、辞退者 4名を除いた 36 名が 2016・2017 年度代議員となった。 

 

 

 


